



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































100.057.466非 離 職 者
注）対象者全体における離職率を算出するため、非離職者も加えている。
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離職）、「責任の重い仕事が重なり続け、ミスが
できず、仕事に対する自信がなくなり、病院に
かかったところ医師により療養を命ぜられたた
め」（25歳女性、児童養護施設を１年４か月で離
職）といったものがある。二人目のように、ド
クター・ストップがかかるような心身の不調に
至るケースもある。他方、「職場の人間関係」に
よる離職は多くの先行研究でも指摘されてい
る。具体的な記述として、「職場のベテラン先
生達が、自分が良いと思うやり方以外認めない
人達で、若手・中堅が次々とやめていった。主
任の当たりが私にきつかった」（30歳女性、私立
幼稚園を４年で離職）といったものに代表され
る。彼女の場合、職場を変えた後はこうした悩
みはなくなり、「今となってはやめて良かった
と思っている。次の職場では人間関係に恵ま
れ、多くのことを学ぶことができた」と続けて
いる17。
「職場の人間関係」に関連する事柄として、
「職場の方針に疑問を感じた」（８人）、「仕事の
責任が重すぎた」（７人）といったものも該当者
は多い。この３つの項目は現在有職である者の
みが挙げている点で共通しており、こうした理
由で離職した後には、別の場所で働いていると
いうことになろう。保育関係職の場合、人手不
足もあり、職場環境を良くないと感じたり、「責
任が重い」などのオーバー・ワークを感じたり
することによって、離職しても再就職にはさほ
ど困難を伴っていないのも事実であろう。
４－２．離職の際の相談
最後に、離職の際、相談したり話を聞いても
らったりした相手を確認すると（図19）、現在有
職か無職かによる違いはほとんどないと言え
る。そして圧倒的に多いのは、親・きょうだい
などの「家族」（28人）である。「配偶者・恋人」
（16人）も含め、非常に近しい人間関係の中で、
離職の相談は完結してしまうことが多いのでは
ないだろうか。ただし、「辞める職場の同僚」
（22人）という回答も多い。離職理由がどうあ
れ、辞める職場の同僚や仲間も、その時点では
時間を共有することの多い人間関係であろう。
その反面、「幼児教育学科の教員やゼミ担任」
（５人）、「短大のその他の教職員」（３人）に相
談をしたというケースはとても少ない。いった
ん卒業してしまうと短大から足が遠のいてしま
いがちな上に、卒業後のキャリア支援をほぼ行
図18 離職の理由（複数回答,単位；人）
17 職場環境の改善に関しては、「中堅」の立場からも次のような決意が述べられることがある。「仕事に対してやり
がいはありますし、これから職員になる後輩にもやりがいを感じてほしいと思います。そのためには、中堅であ
る私たちが職場の雰囲気等を改善していかなくてはと、心に決めている今日この頃です。（略）今通っている学生
さんにも長く勤めていただきたいなぁと思います。そのためには職場のあり方を考えていかなければと思いま
す」（29歳女性、公立保育士、自由メッセージ欄より）。
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っていない現状では当然の結果と言えよう。今
後、卒業後の支援を見込むのであれば、どのよ
うな方法で、どの程度、卒後の実態を把握し、
サポートしていくのか、議論していく必要があ
るだろう。
５．無職者たちの現在
本調査における検討の最後に、現在無職であ
る者たち（Ｎ=15）に焦点を当てる。しかし、
すでにかれらの離職時期、離職理由等は前節で
確認してきた。さらに結論を先取りすれば、無
職者の中には仕事でのつまずきを理由にしたケ
ースや、無職であることにより現在でも悩みを
抱えているようなケースは存在せず、無職者の
全員が「結婚して家族と同居」しており、同じ
く全員が「配偶者の扶養に入っている」という
ことであった18。
現在は何をしているかという質問に対して
は、図20から明らかのように、「子育て中」（11
人）および「妊娠中」（３人）でほぼ全数を占め
る。就職活動中という者も１人存在している
が、基本的には子育てや妊娠によって“専業主
婦”をしている人たちと考えてよいだろう。
自由メッセージ欄に目を向けると、「現在は
結婚をし、二人の子どもを育てていますが、働
いていた時とはまた違った保育への考え方や感
じ方になり、また保育関係の仕事への興味を持
ち始めています。ここの町は保育士不足らしい
ので、機会があればまた働きたいと思っており
ます」（28歳女性、元保育士）といった意見や、
「子育てしている現在も、働かないか？と元職
場や友人から声をかけられます。そのたびに保
育士不足の現状をまのあたりにします。保育士
という仕事は本当に責任が大きく、大変なこ
と、理不尽なこともたくさんあります。しか
し、それ以上に得るものはたくさんあります。
私も子育てが落ち着いたら、また保育士に戻り
たいと思っています」（31歳女性、元保育士）
といった意見が寄せられている。どちらにも共
通して「保育士不足」の実感が挙げられており、
同時に、保育職への復職が視野にあることも述
べられている。こうしたことから、離職願望の
高い職種とはいえ、かつてやりがいを感じてい
たことや、子育て経験を経たことによって、も
う一度「保育」に携わってみたいと考える“潜
在保育士”が存在していることはわかる。本学
における卒業後のキャリア支援と結び付けて考
えるならば、結婚・子育てなどで一定の期間、
18 現在の住まいおよび現在の生活費に関する質問である。ともに100％（Ｎ=15）であったため図表は省略する。な
お、生活費（複数回答）に関しては「配偶者扶養」が100％であったほか、「預貯金を切り崩して生活している」
（２人，13.3％）、「失業手当を受けている」（１人，6.7％）の該当もあった。
図19 離職の際に相談等した相手
図20 無職者の具体的な現在の生活（N=15）
複数回答
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保育職から離れた人たちであっても、再就職先
を紹介できるような仕組みや、その前提とし
て、“潜在保育士”化している卒業生の状況を把
握できるような仕組みを持つことによって、卒
業後、長い年月が経っていても短大を一つの拠
点とした就職支援の可能性が開けるのではない
だろうか。
Ⅳ．おわりに
以上、本学幼児教育学科における卒業生の仕
事の「継続と離職」に関して、現在も働いてい
るか否か、そして、離職経験があるか否かとい
う二つの視点を主軸として、その実態を検討し
てきた。今回、卒業生調査に初めて着手するき
っかけになったのは、本学における就職支援、
キャリア教育の今後を展望した際に、在学中だ
けでなく卒業後の支援の可能性や必要性を知る
意味があると考えたからである。この原点に帰
り、改めて幼児教育学科における卒業後の支援
の可能性についてまとめておこう。
本学幼児教育学科卒業生の傾向としては、こ
れまで他の先行研究で言われている状況と大差
なく、多くの者が仕事にやりがいを感じながら
も、同時に離職願望も抱いているという実態が
あった。
かれらに対する卒業後の支援としては、第一
に、主に卒業後まもない人たちに向けるものと
して、現在の仕事から自信を喪失しないような
フォローや、アドバイスの提供が求められる。
なぜなら、離職願望は仕事をうまくこなせない
といった自身の「至らなさ」を強く感じたとき
に高まりやすいという結果が見えたからであ
る。ただ、新人の期間に自信が持てないのはあ
る程度当然のことであり、すぐに離職に繋がら
ないよういかにしてフォローしていくかという
のは難しい課題である。個々人の自己肯定感と
も関連を持つ部分であろう。こうした現在の学
生の特質を認識した上で、在学中から何らかの
「キャリア教育」を用意する必要があるとも言え
る。
第二に、卒業後、ある程度の期間が経ってい
る人たちへの支援も視野に入れるならば、保育
関係職に就業する者の特徴として、結婚・子育
てによって離職しやすいという現実があった。
そしていわゆる“潜在保育士”としての彼女た
ちの中には、もう一度保育関係職に就きたいと
いう思いを持つケースも散見された。こうした
女性たちに対する再就職支援として、保育関係
職への就職斡旋を担う拠点として短大が機能す
る可能性は模索できそうである。そのために
は、卒業後も短大の就職情報にアクセスできる
環境を整える必要がある。ただ、いずれにして
も、卒業後の支援を展望する場合、卒業生と繋
がり続けるための方法を模索しなければならな
い。また、卒業生の実態に関して、保育労働市
場の変化とも関連付けて、敏感でいる必要があ
るだろう。就職委員会の一つの方向性として、
他の学科の現状も含め、学生ばかりでなく卒業
生のニーズをどう捉え、支援していくかという
ことを考える段階にあるのではないだろうか。
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